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宜野湾市伊佐３-９-１２ 

外壁塗装・防水工事・内装・ばくれつ工事 
マスコットボーイの

ミッキーです

こんにちは、知花です。今回は、桜坂劇場で『午前 4時にパリの夜は明ける』を 

観てきました。1980年代のパリでの物語です。結婚生活が破綻し、夫は家を出て 

いき、大学生の娘と高校生の息子と共に、残されたアパートで暮らすことになった 

エリザベート。子供達を養うため、早く仕事を探さなければと焦ります。今まで 

ほとんど働いたことがなく、出勤初日にして、最終日、ミスして、クビになったと 

落ち込みます。次に、ラジオ・フランスの面接を受けます。深夜番組の“夜の乗客”の 

パーソナリティのヴァンダに、リスナーからの電話を取り次ぐ業務を任されます。 

 

『ひとりよがりの 

スクリーン』 

知花の 

やっぱり映画っていいですね。 

 

 

 

 

 

 

試用期間も終わった頃、タルラという少女がスタジオゲストとして訪ねてきます。 

収録中、ヴァンダはタルラに、色々な質問を投げかけ、素直に受け答えしますが 

両親については口を閉ざしてしまいます。番組が終わり、ラジオ局から出た 

エリザベートは、行くあてもなく、カフェが開くのを寒空のベンチで待つ 

タルラを見つけます。ほっとけなくて、家に連れ帰ります。孤独な少女タルラが 

 
加わったことで、家族の絆が強くなっていく様子が描かれています。何かにつけ泣いていたエリザベート 

でしたが、数年の歳月が過ぎ、少しずつ自分流のやり方を見つけ出し、新しいパートナーと 

一歩前へ進む姿が自然体で好感がもてました。 

梅雨です！外の作業現場は、毎日天気予報と、にらめっこで 

いや～な 6月です。でも、この時季こその楽しみは『紫陽花』 

最近では、いろんな色を見かけますね。 

事務所にも緑色のミニアジサイ飾っています♪ 

 

では、今月号のスタートです。 よろしくお願いします(^^) 

 

HPはコチラ↓ 

 

営業時間 朝 8時～夕方 6 時 

 


